
く
ら
し
の

　番
110

く
ら
し
の

　番
110

　
市
内
に
は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
受
け
継
が

れ
た
歴
史
を
背
景
に
、
自
然
や
街
並
み
な
ど
の

景
観
資
源
が
豊
富
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
「
浮
き
城
の
ま
ち
景
観
賞
」
は
、
こ
れ
ら
の

資
源
を
発
掘
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
が
持
つ

潜
在
的
な
魅
力
を
皆
さ
ん
に
広
く
認
識
し
て
も

ら
い
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
へ
の
機
運
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

○
住
宅
、
店
舗
、
工
場
、
神
社
仏
閣
、
蔵
な

ど
の
建
築
物
お
よ
び
工
作
物

○
公
園
、
河
川
、
生
け
垣
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

な
ど
の
自
然
景
観

○
街
並
み

※
市
内
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
。

※
新
旧
、
和
洋
は
問
い
ま
せ
ん
。
新
し
い
建

物
な
ど
の
応
募
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格　
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
他
薦
の
場
合
は
、
事
務
局
で
所
有
者
に
了

承
を
取
り
ま
す
。

▼
応
募
方
法　
市
役
所
や
各
公
民
館
な
ど
で
配

布
し
て
い
る
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
ま
た
は
画
像
デ
ー
タ
を
添
付
の

う
え
、
9
月
20
日
㈭
ま
で
に
持
参
、
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
都
市
計
画

　
7
月
は
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
行
政
な
ど

が
相
互
に
協
力
･
連
携
し
て
、
青
少
年
の
非

行
・
被
害
防
止
の
徹
底
を
図
る
「
青
少
年
の
非

行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」（
内
閣
府
主

唱
）
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
携
帯
電
話

の
普
及
に
伴
い
、
児
童
ポ
ル
ノ
事
件
な
ど
の
被

害
児
童
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

犯
罪
被
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る
と
と
も
に
、
不

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
・
郵
送
】
〒
3
6
1
―
0
0
5
2　

行
田
市
本
丸
2
―
20　
行
田
市
役
所
都
市
計

画
課

【
Ｅ
メ
ー
ル
】toshi@

city.gyoda.lg.jp

※
カ
メ
ラ
付
き
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
写
真
も
応
募
で
き
ま

す
。
メ
ー
ル
本
文
に
応
募
者
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
作
品
の
名
前・所
在
地・

推
薦
理
由
を
記
入
し
、
写
真
を
添
付
の
う

え
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
賞
作
品
の
決
定　
11
月
ご
ろ
を
予
定

▼
そ
の
他　
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
以
後
３

年
間
有
効
（
審
査
対
象
）
と
な
り
ま
す
が
、

写
真
の
差
し
替
え
や
再
ノ
ミ
ネ
ー
ト
も
可
能

で
す
。
受
賞
作
品
は
「
市
報
ぎ
ょ
う
だ
」
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
、
広
く
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。
※
応
募
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
計
画
担
当
☎
5
5
0
―

1
5
5
0

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で
、
ま
だ
下
水

道
へ
切
り
替
え
て
い
な
い
方
は
、
一
日
も
早
く

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

　
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
、
下
水
道
が
利
用
可

能
に
な
っ
た
日
か
ら
3
年
以
内
、
浄
化
槽
を
使

用
し
て
い
る
方
は
、
速
や
か
に
下
水
道
に
接
続

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
接
続
工
事
を
行
う
際
は
、
必
ず
「
行

田
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
下
水
道
課
普
及
促
進
担
当
☎

5
6
4
―
0
3
0
3

【
事
例
】

　
高
校
の
同
窓
生
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
サ
イ
ト
を
通
じ
て

連
絡
が
あ
り
、
も
う
け
話
を
教
え
て
く
れ
る
と

い
う
の
で
、
喫
茶
店
で
会
っ
て
話
を
聞
く
こ
と

に
し
た
。

　
「
投
資
用
教
材
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
勉
強
し
、
投
資
を

す
る
と
も
う
か
る
」
と
説
明
さ
れ
、
学
生
ロ
ー

ン
で
借
金
を
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
56
万
円
で
購
入
し

た
。
購
入
後
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
と
き
に
、

自
分
が
紹
介
し
た
友
人
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
す
る

と
10
万
円
の
紹
介
料
が
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
だ

と
知
っ
た
。
現
在
、
ロ
ー
ン
の
返
済
に
追
わ
れ

て
困
っ
て
い
る
。（
男
性 

大
学
生
）

　
知
人
か
ら
の
誘
い
が
き
っ
か
け
で
、
高
額
な

投
資
用
教
材
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
借
金
し
て
、
購
入
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
相
談
が
大
学
生
を
中
心
に
増

え
て
い
ま
す
。

　
事
例
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
し
た
後
に
、
そ

の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
こ
の
場
合
で
も
特
定
商
取
引
法
の
規
制
対

象
と
な
る
「
連
鎖
販
売
取
引
」
に
該
当
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
し
た
大
学
生
の
ほ
と
ん
ど
は

学
生
ロ
ー
ン
の
利
用
を
勧
め
ら
れ
、
ロ
ー
ン
を

　
本
市
で
は
、
幼
稚
園
教
育
の
一
層
の
普
及
・

充
実
な
ら
び
に
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
市
内
外
の
幼
稚
園
に
お
子
さ
ん
が
通
園
し

て
い
る
家
庭
に
、
市
民
税
の
所
得
割
課
税
額
に

応
じ
て
、保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
方
法　
幼
稚
園
を
通
じ
て
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
市
内
の
幼
稚
園
に
は
調
書
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
市
外
の
幼
稚
園
へ
通
園
し

て
い
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
で
、
申
請
を

し
て
い
な
い
方
は
教
育
総
務
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
財
務
施
設
担
当
☎

5
5
6
―
8
3
1
1

返
済
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
収
入
が
不

安
定
な
学
生
に
借
金
さ
せ
て
ま
で
高
額
な
も
の

を
購
入
さ
せ
る
方
法
は
問
題
と
い
え
ま
す
。

　
最
近
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
や
メ
ー
ル
を
き
っ
か

け
に
、
マ
ル
チ
商
法
な
ど
の
勧
誘
を
受
け
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ

ト
利
用
者
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

①
連
鎖
販
売
取
引
に
該
当
す
る
場
合
や
事
例
の

よ
う
に
誘
い
出
さ
れ
て
契
約
し
た
場
合
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
の
で
、
な
る

べ
く
早
く
最
寄
り
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②
友
人
を
紹
介
し
て
紹
介
料
を
得
た
と
し
て

も
、
友
人
が
同
じ
よ
う
に
借
金
を
抱
え
る
こ

と
に
な
り
、
大
切
な
信
頼
関
係
を
失
う
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

③
学
生
ロ
ー
ン
と
い
っ
て
も
消
費
者
金
融
の
金

利
は
高
い
の
で
、
返
済
困
難
に
陥
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
行
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
内
・
内
線
4
9
5
）
ま
た
は
埼
玉
県

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎
0
4
8
―

7
3
4
―
0
9
9
9

高澤邸

忍城御三階櫓

～
住
む
人
に
と
っ
て
も
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　「
や
す
ら
ぐ
都
市
風
景
」
を
目
指
し
て
～

第
7
回
浮
き
城
の
ま
ち
景
観
賞
の
作
品
を
募
集
し
ま
す

下
水
道
に
接
続
し
て
快
適
な
生
活
を

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
を
支
給
し
ま
す

　通級指導教室は、子供たちがより豊かな学校生活を
送れるように、一人ひとりのお子さんの課題の改善・
克服を目指し、適切な指導を行う場として設置してい
ます。
　 4月より、行田中学校に市内中学校初の通級指導室
が開設されました。

　幼児から小・中学生とその
保護者や教育関係者を対象
に、日常生活や就学をはじめ
とする教育上の相談をお受け
します。
▶相談日　月～金曜日（祝日

を除く）午前9時～午後5時
▶申し込み・問い合わせ　同

センター下忍分室☎555
―0788（樋上195―2）

　家庭や学校での子どもにか
かわる悩みごとなど、どんな
事でも気軽にご相談くださ
い。
▶相談日　月～金曜日（祝日

を除く）午前8時30分～正
午および午後1時～4時

▶問い合わせ　子育て支援
課家庭児童相談室（内線
268）

　 0歳から18歳未満までの
児童についてのさまざまな相
談をお受けします。
▶相談日　月～金曜日（祝日

を除く）午前8時30分～午
後6時15分

▶申し込み・問い合わせ　同
所☎521―4152（熊谷市箱
田5―12―1）※電話での相
談は随時受け付け

　子どもの非行、家庭内暴力、
いじめ被害などでお困りの保
護者の方や、人間関係、進路、
いじめ問題などで悩んでいる
お子さんからの相談をお受け
します。
▶相談日　月～金曜日（祝日

を除く）午前9時～午後4時
▶申し込み・問い合わせ　同セ

ンター北分室熊谷相談室☎
524―4016（熊谷市本石1―
10熊谷市立婦人児童館2階）

▶対象となるお子さん
・集団行動が苦手な子
・友達とのかかわりがうまくもてない子
・落ち着きがなく情緒が不安定な子
・言っていることが、はっきりしない子
・聞き返しや聞き間違いが多い子 など
※通級指導教室に関する相談は、担任の先生、学校

教育課指導担当、教育研修センターにお願いしま
す。

※就学前のお子さんで、入学後、通級指導教室での
指導を希望する場合は、通園している幼稚園や保
育園の先生、または同センターにご相談ください。

▶問い合わせ　同課指導担当☎556―8316または同セ
ンター☎556―6458

学校生活で思い悩んでいるお子さんはいませんか？

個人にあった指導を 「通級指導教室」のお知らせ

設　置　校 名　　称 通級指導教室の種類

泉小学校 ひかりの教室 発達障害・情緒障害

桜ヶ丘小学校
おやこの教室 発達障害・情緒障害
ことばの教室 難聴・言語障害

行田中学校 通級教室 発達障害・情緒障害

　
知
人
か
ら
突
然
の
誘
い
～
実
は
若
者
を
狙
う
マ
ル
チ
商
法
!?

悩
み
を
抱
え
る
青
少
年
や
保
護
者
・
家
族
の
方
が
相
談
で
き
る
窓
口

行田市立
教育研修センター

行田市福祉事務所
家庭児童相談室

埼玉県熊谷児童相談所

埼玉県警察少年
サポートセンター

青
少
年
の
健
全
育
成
と
犯
罪
被
害
の
撲
滅
を

登
校
、
喫
煙
、
深
夜
徘は
い
か
い徊

な
ど
の
青
少
年
の
非

行
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、家
族
の
ふ
れ
あ
い・

し
つ
け
、
地
域
の
教
育
力
が
大
切
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
常
に
青
少

年
の
育
成
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
生
涯
学

習
担
当
☎
5
5
6
―
8
3
1
9
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